
人権・同和教育シリーズ　No.16
一人一人の行動で

　　　　　小松中学校３年　戸 田　隆 光

　下水道に異物や油などが流れ込むと、下水管や
処理施設の故障の原因となり、維持管理費の増大
につながります。
　下水道はみんなで使う公共の財産です。次のこ
とに注意して、下水道を大切に使いましょう。

■排水口に異物を流さない
　排水口に目の細かい「こし網」を付けるなどし

て、調理くず・残飯などが流れ込まないようにし

てください。

　食用廃油（天ぷら油など）は紙でふき取り、ご

みと一緒に出してください。

■溶けない紙は流さない
　水洗トイレにはトイレットペーパー以外の紙を

流さないでください。ティッシュなど水に溶けな

い紙を流すと排水管が詰まる原因となります。

■汚水ますを清掃しよう
　月に１回程度、汚水ます内に付着している油や

ごみを取り除くだけで、詰まりや故障などを予防

できます。

　特に飲食店などで油を多く使用する方は、グリ

ストラップ（阻集器）などの清掃を定期的に行っ

てください。

■食器を洗う前に
　　　　ボロ布でふこう
　食べ物は残さないよう、きれいに食べましょう。
　残った汚れは、ボロ布などで拭いてから洗いましょう。

※スプーン１杯の油が流れた川をきれいにするには、浴槽25杯
　の水が必要になります。

ありがとうございました
　次の方々からご好意、ご寄付等をいただきました。厚くお礼申し上

げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ　▽皆見哲子（大町）、▽伊丹貴敏（周布）、▽日野

重貞（国安）、▽檜垣直重（安用）、▽岸畑サワ（周布）、▽長井　弘

（黒谷）、▽藤田研吾（今在家）、▽山内聖臣（北条）、▽桑村正博（三

津屋南）、▽秋川多 （明理川）、▽桧垣和俊（安用）、▽森川　壽（楠）、

▽砂田宏司（三津屋南）、▽一色　清（小松町新屋敷）、▽渡邊チヨ子（小

松町新屋敷）、▽ボーイスカウト西条地区丹原第一団、▽黒住教周布

教会所婦人会、▽大正琴　琴扇ゑ会、▽三芳地区民生児童委員協議会

■老人ホーム明水荘へ　▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）、▽散

髪　伊藤泰博（明神木）、▽新聞　芥川秀人（神拝甲）、▽押し花指導

　佐藤ミヨ・秋月理作子（大町）

■老人ホーム石燧園へ　▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部
■特別養護老人ホーム道前荘へ　▽三味線演奏　桑村社中、▽喫茶・
カレンダー作り・紙芝居　コープえひめ福祉グループ

■西条市へ　▽現金　丹原町商工会
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